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（１） 年齢階層別代表交通手段分担率（宇都宮市） 

   ・高齢者になるほど徒歩トリップの割合が増加する傾向にある。また，バストリッ 
プの割合も高齢者になると増加する傾向にある。２０歳以下では鉄道，自転車， 
徒歩の分担率が大きい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ トリップ ・・・ 人がある目的をもってある地点からある地点まで移動する単位 
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年齢階層別代表交通手段分担率（宇都宮市） 
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